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教育指導担当 

令和７年度以降の港区ＧＩＧＡスクール構想について 

報告内容 

港区では令和７年度以降、学校のＩＣＴ環境をさらに強化するため、端末整備、

ネットワーク整備、校務ＤＸ、１人１台の利活用の方針を策定し、次期ＧＩＧＡ

スクール構想を一層推進します。 

 

１ 経緯 

港区では、令和２年１０月に全ての児童・生徒及び教員に対し、約１７，０

００台のｉＰａｄを整備し、早期に１人１台端末環境を実現した後、学校に配

備した端末に関する対応を迅速に行うためのＧＩＧＡスクールサポーターの

配置や専門的な知見から事務局に助言する教育情報参事官の任用を行い、学校

のＩＣＴ環境の整備を進めています。 

 

２ 令和７年度以降の港区ＧＩＧＡスクール構想について 

教育委員会では学校のＩＣＴ環境をさらに強化し、次期ＧＩＧＡスクール構

想を進めていくにあたり、令和６年１２月１３日（金）に港区学校情報化推進

会議を開催し、以下のとおり、端末整備、ネットワーク整備、校務ＤＸ、１人

１台の利活用の方針について定めました。 

（１）端末整備については、児童生徒端末数と教員端末数の端末の配備を行いま

す。予備機については国の基準に基づいて整備していきます。 

（２）ネットワークについては、令和４年度に１０Ｇｂｐｓネットワークを敷設

したことで、国の推奨帯域を満たしています。さらに、令和７年１０月から、

ＬＴＥ端末を導入することで、校庭など校外での使用を可能にし、よりシー

ムレスに活用できる環境整備を行っていきます。 

（３）校務ＤＸについては、令和７年度に教員端末用のアクセスポイントを整備

し、教員端末の持ち運びの実現をすることで、積極的に校務ＤＸを推進して

いく他、生成ＡＩの利用方針を定め、校務での生成ＡＩの活用を推奨します。 

（４）１人１台の端末の利活用については、各校の規模に合わせてＩＣＴ支援員

の配置を拡充し、授業でのＩＣＴ機器の活用をさらに促します。また、令和

７年度に中学校理科のデジタル教科書を導入するとともに、シングルサイン

オン設定を行い、利便性を向上させることで、活用を加速させます。 

令和６年１２月２３日 
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３ 今後のスケジュール（予定） 

  令和７年１月  区民文教常任委員会報告 

      ４月  中学校理科のデジタル教科書の導入 

      ８月  教員端末配備、設定作業の実施 

     １０月  次期端末の配備 


